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図 1 EuLC18の分子構造 

ユウロピウムを含む両親媒性錯体を吸着させた発光性グラフェンの評価 
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化学修飾によりグラフェンに新たな機能を付与する技術が

注目を集めている。我々は、消光作用 [1]を持つことが知られ

ているグラフェンに発光性を付与する技術についての研究を

進め、前回ランタニドである Eu を含んだ錯体分子をグラフェ

ンに滴下し、部分的な発光性グラフェンの作製を報告した [2]。

今回は Eu を含んだ錯体分子の溶液にグラフェンを浸漬して錯

体を吸着させ、その発光性を詳細に評価したので報告する。 

 実験に用いた両親媒性錯体 EuLC18 (図 1) は配位子の光アンテナ効果によって本来禁制

である ff 遷移の発光を示す [3]。グラフェンは化学気相成長法（CVD 法）を用いて Cu 上

に成長した単層グラフェンであり、親水処理をした無蛍光石英基板上に PMMA支持法で転

写した。クロロホルム中に 1 mM の濃度で EuLC18を溶かした溶液にグラフェンを浸漬し

自然乾燥させ、発光・励起スペクトル、ラマンスペクトル、発光量子収率を評価した。 

発光スペクトル (図 2) では 617 nmをはじめとする Euに起因する明瞭なピークが複数

得られ、励起スペクトル (図 3) では配位子の吸収に相当する 290 nm付近のピークが得ら

れた。また、吸着前後のラマンスペクトル (図 4) からグラフェン特有の Gピークと 2Dピ

ークの他に Euのピークも確認された。発光量子収率は約 3 %であった。以上から、グラフ

ェン表面に吸着させた EuLC18は特有の発光性を維持しており、グラフェンへの錯体分子吸

着による発光性の付与に成功したと考察される。 
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